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五
月
連
休
の
頃
か
ら
人

の
移
動
や
活
動
が
活
発
に

な
っ
た
。
誰
も
が
コ
ロ
ナ
禍

か
ら
少
し
解
放
さ
れ
た
気
分

で
世
の
中
が
活
気
づ
い
て
き

た
の
か
も
。
塙
山
小
の
運
動

会
が
五
月
二
十
七
日
に
行
わ

れ
、
久
し
ぶ
り
に
全
学
年
一
緒
に
実

施
さ
れ
て
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。
マ

ス
ク
を
外
し
た
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔

が
印
象
に
残
る
。
塙
山
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ク
ラ
ブ
主
催
の
バ
ス
ツ
ア
ー
申
し
込

み
受
付
は
一
日
で
募
集
人
数
に
達
し

た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
重
苦
し
さ
が
少
し

ず
つ
和
ら
い
だ
事
も
一
因
か
●
六
月

か
ら
塙
山
学
区
の
活
動
が
本
格
的
に

始
ま
っ
た
。
地
域
の
環
境
美
化
や
花

い
っ
ぱ
い
の
活
動
を
は
じ
め
、
子
ど

も
対
象
の
定
期
的
に
活
動
す
る
「
エ

コ
・
ま
ち
体
験
隊
、
Ｈ
Ａ
Ｎ
Ａ
ス
ポ
ラ

ン
ド
」、
子
育
て
支
援
「
子
育
て
マ
マ

楽
集
会
」、
子
ど
も
秋
ま
つ
り
の
準
備

も
始
め
る
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
だ
け
で
な

く
、
総
合
事
務
局
体
制
で
交
流
セ
ン

タ
ー
協
力
員
あ
っ
て
の
活
動
で
あ
る

●
多
彩
な
事
業
を
実
施
す
る
に
は
多

く
の
人
財
と
仕
組
み
が
必
要
。
企
業

で
の
六
十
五
歳
定
年
制
は
、
二
〇
二
五

年
四
月
か
ら
す
べ
て
の
企
業
の
義
務

に
な
る
と
か
？
現
在
で
も
六
十
五
歳

ど
こ
ろ
か
七
十
歳
ま
で
働
く
人
が
増

え
て
い
る
。
現
役
で
の
地
域
活
動
へ
の

参
画
の
機
会
は
遠
の
く
の
か
●
平
成

二
十
五
年
度
に
発
足
し
た
現
役
の
人

た
ち
で
構
成
し
て
い
る
「
ま
ち
づ
く

り
応
援
隊
」、
未
来
地
球
局
に
所
属
し
、

は
な
や
ま
春
マ
ル
シ
ェ
、
花
植
え
の
下

準
備
、
ゴ
ー
ヤ
ー
の
ネ
ッ
ト
張
り
、
防

災
訓
練
、
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
設
置

な
ど
に
力
を
発
揮
、
大
い
に
期
待
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
●
時
代
に
即

し
た
新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
に
、

そ
の
担
い
手
は
必
須
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

と
個
人
を
繋
ぐ
手
立
て
、
方
法
は
あ

る
の
か
。
あ
き
ら
め
ず
に
打
開
策
を

探
せ
ば
、
い
い
方
法
が
見
つ
か
る
か
も

し
れ
な
い
と
思
う
今
日
こ
の
頃
。

　
　
　
　
（
会
長　

西
村
ミ
チ
江
）

昨
年
度
か
ら
六
月
と
十
一
月
を
「
は
な
や
ま
環
境
美
化
月
間
」
と
し
ま
し
た
。
自
治
会
や
町
内
会
な
ど
で
地
域
清
掃
を
行

う
ほ
か
、子
ど
も
た
ち
も
一
緒
に
花
植
え
を
行
う
な
ど
、多
く
の
人
で
環
境
美
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
人
の
往
来
が
多
い「
塙

山
通
り
」
や
「
は
な
み
ず
き
通
り
」
は
里
親
で
管
理
し
て
い
ま
す
。
少
し
の
時
間
と
労
力
を
出
し
合
い
な
が
ら
、
き
れ
い
な
塙

山
学
区
を
創
っ
て
い
き
ま
す
。

五
月
十
六
日
（
火
）、
通
学
路
の
危

険
箇
所
を
中
心
に
塙
山
小
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、

当
会
の
三
者
で
学
区
内
の
危
険
箇
所

点
検
を
行
い
ま
し
た
。

現
地
調
査
の
前
に
Ｐ
Ｔ
Ａ
交
通

生
活
委
員
会
の
各
地
区
委
員
さ
ん
が
、

通
学
路
を
中
心
に
点
検
し
、
改
善
要

望
と
し
て
上
が
っ
て
き
た
危
険
箇
所

を
ま
と
め
た
も
の
に
つ
い
て
塙
山
小

六
月
は
塙
山
学
区
の
環
境
美
化
月

間
、
学
区
住
民
へ
の
Ｐ
Ｒ
の
た
め
、
塙

山
小
学
校
交
差
点
側
の
よ
う
壁
に
大

看
板
を
掲
示
し
ま
し
た
。

地
域
清
掃
、
自
宅
の
植
栽
が
交
通

標
識
、
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
な
ど
に
支
障

が
な
い
か
、
歩
行
者
や
自
転
車
の
通

行
に
邪
魔
に
な
っ
て
い
な
い
か
な
ど

改
め
て
点
検
し
、
剪
定
等
に
ご
協
力

く
だ
さ
い
。

五
月
二
十
八
日
（
日
）、
未
来
地
球

局
、
ま
ち
づ
く
り
応
援
隊
等
十
五
名

が
、
プ
ラ
ン
タ
ー
に
土
入
れ
等
を
行

センター入口の冬桜も協力員が剪定

古い土に肥料を混ぜ合わせ再利用

小さな手で丁寧に苗の植え付け

運
動
会
を
翌
週
末
に
迎
え
た
五
月

十
五
日
（
月
）、
塙
山
小
で
は
保
護
者

へ
の
児
童
引
き
渡
し
訓
練
前
に
、
親

子
奉
仕
作
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

校
庭
の
草
取
り
、
校
舎
周
り
の
清

掃
、
運
動
会
の
た
め
の
テ
ン
ト
設
営

な
ど
約
一
時
間
半
の
作
業
に
多
く
の

保
護
者
が
参
加
、
子
ど
も
た
ち
が
楽

し
み
に
し
て
い
る
運
動
会
が
気
持
ち

よ
く
行
え
る
環
境
が
整
い
ま
し
た
。

い
、六
月
七
日
（
水
）
と
十
一
日
（
日
）

の
花
植
え
に
備
え
ま
し
た
。

新
し
い
土
、
古
い
土
、
オ
ル
ト
ラ

ン
粒
剤
、
マ
グ
ア
ン
プ
等
を
混
ぜ
合
わ

せ
、
十
一
月
ま
で
美
し
い
花
を
咲
か
せ

る
最
初
の
作
業
と
な
り
ま
し
た
。

同
日
、
今
年
度
は
交
流
セ
ン
タ
ー

に
ゴ
ー
ヤ
ー
の
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
を

設
置
す
る
た
め
、
ネ
ッ
ト
張
り
を
行

い
、
苗
を
植
え
る
準
備
が
完
了
し
ま

し
た
。

に
、
プ
ラ
ン
タ
ー
に
ベ
コ
ニ
ア
を
植

え
、は
な
み
ず
き
通
り
に
飾
り
ま
し
た
。

こ
の
花
植
え
事
業
は
、
平
成
十
九

年
度
か
ら
塙
山
幼
稚
園
（
現
在
の
は

な
や
ま
認
定
こ
ど
も
園
）
の
マ
ナ
ー

ア
ッ
プ
事
業
と
し
て
当
会
と
連
携
が

ス
タ
ー
ト
、
現
在
も
継
続
し
て
い
る

も
の
で
す
。

六
月
七
日
（
水
）、
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
「
わ
く
わ
く
広
場
」
の
子
ど
も

た
ち
二
十
二
人
が
、
交
流
セ
ン
タ
ー

多
目
的
ホ
ー
ル
南
側
に
ゴ
ー
ヤ
ー
の

苗
三
十
本
を
植
え
ま
し
た
。

み
ん
な
で
ゴ
ー
ヤ
ー
に
水
や
り
を

し
な
が
ら
、
夏
の
暑
さ
を
和
ら
げ
る

立
派
な
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
の
完
成

を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
普
段
わ
く
わ
く
の
児
童
が

利
用
し
て
い
る
交
流
セ
ン
タ
ー
駐
車

場
側
通
路
の
プ
ラ
ン
タ
ー
の
ベ
コ
ニ

ア
も
夏
の
期
間
中
、
色
鮮
や
か
な
ベ

コ
ニ
ア
が
元
気
に
育
つ
よ
う
お
世
話

を
し
て
い
き
ま
す
。

塙
山
交
流
セ
ン
タ
ー
前
を
通
り
、

金
沢
会
館
へ
向
か
う
道
路
の
突
き
当

り
の
三
角
花
壇
は
、
長
年
、
小
松
夫

六
月
五
日
（
月
）、
協
力
員
総
出
で

交
流
セ
ン
タ
ー
玄
関
脇
の
樹
木
や
中

庭
の
桜
の
枝
を
剪
定
、
周
辺
の
除
草

な
ど
を
行
い
夏
に
備
え
ま
し
た
。

橋
本
教
務
主
任
と
高
畠
交
通
生
活
委

員
長
か
ら
報
告
を
受
け
、
そ
の
内
容

を
三
者
で
精
査
し
た
上
で
現
地
調
査

に
向
か
い
ま
し
た
。

停
止
線
や
薄
く
な
っ
た
横
断
歩

道
の
白
線
の
引
き
直
し
、
道
路
舗
装
、

側
溝
の
蓋
の
欠
損
や
樹
木
が
生
い
茂

り
見
通
し
が
悪
く
な
っ
て
い
る
箇
所

な
ど
の
改
善
を
学
校
か
ら
教
育
委
員

会
、
当
会
か
ら
は
市
関
係
課
へ
要
望

と
し
て
提
出
し
ま
し
た
。

六
月
七
日
（
水
）、
は
な
や
ま
認

定
こ
ど
も
園
の
園
児
と
先
生
、「
リ
ス

タ
ー
ト
は
な
や
ま
」
の
人
た
ち
が
一
緒

妻
が
手
入
れ
を
し
て
、
四
季
折
々
の

花
を
一
年
中
咲
か
せ
て
い
ま
す
。

塙
山
小
学
校
下
の
信
号
か
ら
六
号

国
道
塙
山
十
字
路
交
差
点
ま
で
の
「
塙

山
通
り
」、
五
七
〇
メ
ー
ト
ル
の
清

掃
を
四
月
か
ら
毎
月
、
第
二
水
曜
日
、

午
前
九
時
か
ら
「
塙
山
学
区
住
み
よ

い
ま
ち
を
つ
く
る
会
」
が
行
っ
て
い
ま

す
。除

草
作
業
と
と
も
に
、
縁
石
付

近
に
溜
ま
っ
た
土
砂
の
除
去
作
業
を

行
っ
て
、
雑
草
が
生
え
に
く
い
環
境
の

工
夫
を
し
て
い
ま
す
。

塙
山
通
り
に
面
し
て
い
る
、
事
業

者
や
商
店
の
皆
さ
ん
に
も
応
援
を
お

願
い
し
ま
す
。
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さ
ん
さ
ん
基
金

現
在
高　
　

  

二
、〇
一
九
、六
五
〇
円

植物の漢字を思い出せるかな　

みんな連なってステップの練習

草笛を鳴らすのに悪戦苦闘

五
月
二
十
五
日
の
木
曜
サ
ロ
ン
は

梅
ヶ
丘
病
院
で
講
座
を
持
っ
て
い
る

黒
澤
秀
子
先
生
を
招
き
、「
こ
と
ば
遊

び
」
と
題
し
て
「
植
物
の
雑
学
」
を

学
び
ま
し
た
。

初
め
に
、
こ
と
ば
と
脳
の
つ
な
が

コ
ロ
ナ
禍
で
中
止
し
て
い
た
塙
山

み
ん
な
の
カ
フ
ェ
の
会
食
を
再
開
。
子

ど
も
食
堂
で
は
、
ま
だ
数
名
で
す
が

利
用
が
あ
り
、「
美
味
し
い
」
と
笑
顔

が
見
ら
れ
、
楽
し
い
会
話
も
は
ず
ん

で
い
ま
す
。

交
流
セ
ン
タ
ー
で
食
事
が
で
き
ま

六
月
十
日
（
土
）、
塙
山
小
学
校
体

育
館
で
、
日
立
市
教
育
委
員
会
ス
ポ
ー

ツ
振
興
課
委
託
事
業
「
Ｈ
Ａ
Ｎ
Ａ
ス

ポ
ラ
ン
ド
」
の
開
講
式
を
行
い
ま
し
た
。

開
講
式
と
保
護
者
説
明
会
で
は
、

日
立
市
教
育
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ
振
興

課
長
玉
置
伸
一
さ
ん
よ
り
挨
拶
。
西

村
和
文
代
表
か
ら
は
「
参
加
し
た
塙

山
小
ほ
か
近
隣
の
小
学
校
一
年
生
か

ら
三
年
生
三
十
名
の
子
ど
も
た
ち
が
、

運
動
の
基
本
を
遊
び
の
中
か
ら
学
び
、

ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
め
る
よ
う
、
水
泳
、

サ
ッ
カ
ー
、
野
球
、
ラ
グ
ビ
ー
、
体
力

測
定
な
ど
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
用
意
し

て
い
ま
す
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

第
一
回
の
「
走
り
方
教
室
」
で
は
、

日
立
陸
上
ク
ラ
ブ
の
中
嶋
威
重
さ
ん

と
圓
井
正
則
さ
ん
の
指
導
で
、
手
を

大
き
く
振
っ
て
走
る
練
習
や
足
の
動

か
し
方
な
ど
走
り
方
の
コ
ツ
を
教
え

て
も
ら
い
、
正
座
か
ら
前
傾
姿
勢
で

立
ち
上
が
る
ス
タ
ー
ト
の
方
法
や
ラ

ダ
ー
を
使
っ
て
細
か
い
ス
テ
ッ
プ
を
何

度
も
繰
り
返
し
ま
し
た
。

最
後
は
二
チ
ー
ム
に
分
け
て
リ

レ
ー
が
行
わ
れ
、
体
育
館
に
は
大
き

な
声
援
が
響
い
て
い
ま
し
た
。

次
回
の
六
月
二
十
四
日
（
土
）
に
は
、

実
践
に
向
け
た
走
り
方
を
学
び
ま
す
。

平
成
十
七
年
十
二
月
に
起
き
た
栃

木
県
今
市
市
（
当
時
）
で
の
小
一
女

児
殺
害
事
件
直
後
、
子
ど
も
を
守
る

た
め
塙
山
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
当
会
で
パ
ト

ロ
ー
ル
隊
を
結
成
し
て
以
来
続
い
て

い
る
「
青
パ
ト
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
」
の

実
施
者
講
習
会
が
五
月
三
十
日
（
火
）、

塙
山
交
流
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、
Ｐ
Ｔ

Ａ
と
地
域
か
ら
十
四
名
が
受
講
し
ま

し
た
。

パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
う
上
で
の
基
本

的
な
考
え
方
や
大
事
な
こ
と
を
講
師

す
。
お
友
達
と
一
緒
に
子

ど
も
食
堂
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

○
毎
週
木
曜
日

〇
予
約　

月
〜
水
曜
日

　
　
　
　

13
時
〜
17
時

〇
電
話　

三
四
‐
五
四
三
一

６
日　

唐
揚
げ

13
日　

生
姜
焼
き

20
日　

と
ん
か
つ

27
日　

ハ
ン
バ
ー
グ

自
治
会
・
町
内
会
等
代
表
、
エ
リ

ア
協
力
員
、
諸
団
体
代
表
と
当
会
か

ら
正
副
会
長
、
次
長
、
正
副
部
長
を

構
成
委
員
と
す
る
令
和
五
年
度
第
一

回
定
例
幹
事
会
が
五
月
二
十
日
（
土
）、

塙
山
交
流
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、

二
十
二
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

西
村
ミ
チ
江
会
長
は
、
当
会
初
の

イ
ベ
ン
ト
「
は
な
や
ま
春
マ
ル
シ
ェ
」

が
皆
さ
ん
の
協
力
に
よ
り
大
盛
況
に

終
わ
っ
た
こ
と
へ
の
感
謝
と
こ
の
幹
事

会
で
は
地
域
の
皆
さ
ん
か
ら
た
く
さ

ん
の
情
報
を
寄
せ
て
い
た
だ
き
、
問

題
点
等
が
あ
れ
ば
解
決
に
向
け
て
当

会
も
一
緒
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

挨
拶
し
ま
し
た
。

自
治
会
代
表
か
ら
は
、
現
時
点
で

の
活
動
や
自
治
会
会
員
の
高
齢
化
が

進
む
中
、
負
担
な
く
活
動
で
き
る
工

り
に
つ
い
て
話
を
聞
き
、
早
口
こ
と
ば

の
練
習
や
、
植
物
の
名
前
で
難
し
い
漢

字
を
答
え
ま
し
た
。
そ
し
て
そ
れ
ぞ

児
童
の
「
塙
山
小
の
皆
さ
ん
、
み

ん
な
で
運
動
会
を
成
功
さ
せ
ま
し
ょ

う
。
地
域
の
皆
さ
ん
、
保
護
者
の
皆
さ

ん
、
応
援
を
お
願
い
し
ま
す
」
の
言
葉

で
始
ま
っ
た
実
に
四
年
ぶ
り
と
な
る
全

学
年
揃
っ
て
の
運
動
会
が
五
月
二
十
七

日
（
土
）、塙
山
小
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

九
種
目
、
演
技
は
全
て
二
学
年
合

同
で
行
わ
れ
、
午
前
十
一
時
過
ぎ
に
は

閉
会
式
と
な
り
ま
し
た
。
高
学
年
は

係
り
の
仕
事
を
キ
ビ
キ
ビ
と
こ
な
し
、

競
技
の
様
子
を
伝
え
る
進
行
（
放
送
）

係
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
も
見
事
で
し
た
。
低

学
年
の
可
愛
ら
し
い
ダ
ン
ス
、
中
・
高

学
年
の
力
強
い
舞
は
短
時
間
で
の
練

習
と
は
思
え
な
い
素
晴
ら
し
い
出
来
。

先
生
方
の
熱
心
な
ご
指
導
、
そ
し
て
、

五
月
三
十
一
日
（
水
）、
今
年
度
も

年
間
を
通
し
て
支
援
し
て
い
く
野
外

活
動
ク
ラ
ブ
と
手
芸
ク
ラ
ブ
の
活
動

が
始
ま
り
ま
し
た
。

野
外
活
動
ク
ラ
ブ
は
、「
草
笛
」
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
。
柚
子
の
葉
っ
ぱ
や
タ
ン

ポ
ポ
の
茎
を
使
っ
て
笛
の
よ
う
に
音

を
鳴
ら
し
ま
す
。
支
援
す
る
西
原
功

さ
ん
、
手
塚
一
雄
さ
ん
は
い
と
も
簡
単

に
音
が
出
ま
す
が
、
児
童
は
大
苦
戦
。

夫
を
し
て
い
き
た
い
、
ま
た
、
六
月

十
一
日
（
日
）、
自
治
会
全
世
帯
で
自

治
会
内
お
よ
び
公
園
の
草
刈
り
を
行

う
等
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

当
会
か
ら
は
、
各
局
で
の
事
業
に

つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
ほ
か
、
塙
山
通

り
の
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
、
環
境

活
動
交
付
金
の
活
用
に
つ
い
て
提
案
、

了
承
さ
れ
ま
し
た
。

何
回
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
く
う
ち
に

一
人
二
人
と
児
童
か
ら
も「
ピ
ー
ピ
ー
」

と
音
が
聞
こ
え
始
め
ま
し
た
。

手
芸
ク
ラ
ブ
で
は
、
フ
ェ
ル
ト
を

使
っ
て
の
小
物
づ
く
り
。
作
り
方
の
説

明
を
聞
い
た
後
、
児
童
は
黙
々
と
手

を
動
か
し
て
作
品
作
り
に
集
中
し
て

い
ま
し
た
。
そ
の
応
援
を
し
て
い
る
の

は
、
村
田
敬
子
さ
ん
、
鞍
谷
三
保
子

子
ど
も
た
ち
の
頑
張
り
と
成
長
が
感

じ
ら
れ
た
運
動
会
で
し
た
。

の
日
立
警
察
署
巡
査
部
長
安
和
志
さ

ん
か
ら
動
画
を
交
え
て
説
明
が
あ
り
、

し
っ
か
り
と
学
ぶ
姿
勢
が
見
ら
れ
ま

し
た
。
今
後
の
青
パ
ト
防
犯
活
動
の

大
き
な
力
に
な
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
期

待
し
ま
す
。

れ
の
植
物
に
付
け
ら
れ
た
名
前
の
由

来
、
漢
字
で
の
標
記
や
起
源
を
学
び

ま
し
た
。
最
後
に
全
員
で「
知
床
旅
情
」

を
合
唱
し
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し

ま
し
た
。

さ
ん
、
髙
村
智
子
さ
ん
。
次
回
の
ク
ラ

ブ
で
作
品
の
完
成
を
目
指
し
ま
す
。


